
（1）　第４０８号

令和元年８月３０日
出雲北陵中学高等学校
土江明文社　印刷

Ｎｏ.４０８

中
・
高
な
ぎ
な
た
部

団
体
戦　

見
事
初
優
勝
！

第
27
回
全
国
中
学
生
な
ぎ
な
た
大
会

時　

７
月
27
・
28
日　

於　

福
井
県
立
武
道
館

〈
演
技
競
技
の
部
〉

川
上
友
凪（
中3
長浜
）　

２
回
戦
敗
退

豊
田
詩
月（
中3
今市
）　

２
回
戦
敗
退

〈
個
人
試
合
の
部
〉

豊
田
詩
月　

２
回
戦
敗
退

〈
団
体
試
合
の
部
〉

決
勝　

出
雲
北
陵　

１

－

０　

武
陵
館（
福
井
）

【
出
場
メ
ン
バ
ー
】

豊
田
・
川
上
・
福
間
日
南
子（
中2
大社
）・
手
錢
優
果（
中2
大社
）

○

大
会
総
評

　

演
技
・
個
人
は
２
回
戦
敗
退
と
な
っ
た
が
、

団
体
で
初
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ

も
平
素
一
緒
に
稽
古

し
て
く
れ
て
い
る
高

校
生
の
力
が
大
き
か

っ
た
と
思
う
。
ま
た
、

応
援
し
支
え
て
く
だ

さ
る
保
護
者
の
皆
様

や
先
生
方
の
お
蔭
で

す
。
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 令

和
初
の
夏
に
名
を
残
す
!!

令
和
初
の
夏
に
名
を
残
す
!!

北
陵
生

北
陵
生

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉　

３
回
戦
敗
退　

山
本
駿
介
・
山
本　

歩
組

２
回
戦
敗
退　

井
上
友
希
・
武　
　

凱（
3-2
霜州
）
組

○

大
会
総
評

　

団
体
戦
と
ダ

ブ
ル
ス
は
全
国

の
厚
い
壁
に
阻

ま
れ
上
位
進
出

は
な
ら
な
か
っ

た
も
の
の
、
シ
ン

グ
ル
ス
で
山
本
歩
が
本
校
と
し
て
は
初
め
て
と
な

る
16
強
入
り（
ラ
ン
キ
ン
グ
13
位
）
を
果
た
し
た
。

こ
の
結
果
を
受
け
て
、
山
本
は
昨
年
に
続
き
11
月

に
開
催
さ
れ
る
日
韓
交
流
大
会
の
日
本
代
表
に
選

出
さ
れ
た
。
今
後
も
今
ま
で
以
上
に
厳
し
い
練
習

に
取
り
組
み
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
明
確
と
な
っ
た

課
題
を
克
服
で
き
る
よ
う
日
々
精
進
し
て
い
き
た

い
。

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

時　

７
月
26
〜
28
日　
　
　
　
　
　
　
　

於　

宮
崎
市
生
き
目
の
杜
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

個
人
戦

ベ
ス
ト
64　

今
岡
純
也（
3-4
河南
）・
日
野
坪
雄
大（
3-3
出一
）

２
回
戦　

今
岡
・
日
野
坪　

④

－

０　
埼
玉
県
ペ
ア

　
　
　
　

福
島
・
矢
田　

④

－

２　
宮
城
県
ペ
ア

３
回
戦　

今
岡
・
日
野
坪　

④

－

３　
福
岡
県
ペ
ア

　
　
　
　

福
島
・
矢
田　

２

－

④　
岐
阜
県
ペ
ア

４
回
戦　

今
岡
・
日
野
坪　

１

－

④　
奈
良
県
ペ
ア

○

大
会
総
評

　

厳
し
い
ド
ロ
ー
で
あ
っ
た

が
、
４
人
と
も
よ
く
頑
張
っ
た

と
思
う
。
最
後
は
シ
ー
ド
ペ
ア

に
敗
れ
た
が
、
全
国
で
も
勝
負

で
き
る
こ
と
を
後
輩
に
伝
え
て

く
れ
た
。
多
く
の
方
に
応
援
い

た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
顧
問　

佐
々
木
雄
志
）

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

時　

７
月
28
日　
　
　
　
　
　

於　

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い

本
校　

78

－

108

延
岡
学
園（
宮
崎
県
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

時　

８
月
10
〜
12
日　

於　

沖
縄
県
立
武
道
館

〈
演
技
競
技
の
部
〉

日
野
愛
理（
3-2
出南
）・
森
本
あ
か
音（
2-5
北陵
）　

予
選
リ
ー
グ
敗
退

玉
木
羅
夢（
2-3
平田
）・
杉
山
華
織（
1-5
出三
）　

予
選
リ
ー
グ
敗
退

〈
個
人
試
合
の
部
〉

森
本
あ
か
音　

決
勝
Ｔ
２
回
戦
敗
退

玉
木
羅
夢　

予
選
リ
ー
グ
敗
退

〈
団
体
試
合
の
部
〉　

予
選
リ
ー
グ
敗
退

○

大
会
総
評

　

団
体
は
４
人
で
挑
み
、
１
勝
１
敗
で
惜
し
く
も

予
選
リ
ー
グ
敗
退
と
な
っ
た
が
、
１
勝
で
き
た
こ

と
は
選
手
の
努
力
の
成
果
だ
と
思
う
。
個
人
で
は

森
本
が
決
勝
Ｔ
ま
で
勝
ち
残
っ
た
が
、
地
元
沖
縄

の
選
手
に
敗
れ
た
。
入
賞
な
し
の
大
会
と
な
り
悔

し
い
思
い
も
あ
る
が
、
国
体
に
向
け
気
持
ち
を
切

り
替
え
て
稽
古
に
励
み
た
い
。（顧

問　

井
上
美
代
）

卓　

球　

部

第
88
回
全
国
高
等
学
校
卓
球
選
手
権
大
会

時　

８
月
15
〜
８
月
20
日

於　

鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ　

〈
男
子
団
体
〉
２
回
戦
敗
退

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

ベ
ス
ト
16　

山
本　

歩（
2-2
北陵
）

３
回
戦
敗
退　

原
田
哲
多（
1-4
北陵
）

２
回
戦
敗
退　

山
本
駿
介（
3-2
北陵
）

　
　
　
　
　

井
上
友
希（
3-3
北陵
）

シングルス１６強の山本歩

１０年連続出場校表彰

○

大
会
総
評

　

相
手
は
外
国
人
留
学
生
を

擁
し
、
全
国
大
会
で
も
優
勝

経
験
の
あ
る
チ
ー
ム
で
あ
っ

た
。
前
半
か
ら
点
の
取
り
合

い
と
な
り
、
本
校
も
相
手
チ

ー
ム
の
高
さ
に
負
け
ず
得
点

を
重
ね
た
が
、
徐
々
に
相
手

の
ペ
ー
ス
で
試
合
が
進
み
、
初
戦
突
破
は
な
ら
な

か
っ
た
。
今
後
は
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
を
目
指
し
、

リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
し
た
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
校
長
先
生
を
は
じ
め
、

保
護
者
の
皆
様
、女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、中

学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
そ
の
他
多
く
の
方
々

か
ら
ご
声
援
を
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
顧
問　

手
島
幹
人
）

写　

真　

部

写
真
甲
子
園
本
戦
大
会

優
秀
賞
と
特
別
賞
を
ダ
ブ
ル
受
賞
！

全
国
３
位
入
賞
の
快
挙
！

　

７
月
29
日
か
ら
８
月
４
日
に

か
け
て
北
海
道
で
行
わ
れ
た
第

26
回
全
国
高
等
学
校
写
真
選
手

権
大
会
「
写
真
甲
子
園
」
本
戦

大
会
に
、
本
校
か
ら
福
島
悠
太

（
3-1
斐西
）、
北
脇
武
恭（
3-1
斐東
）、
角

田
翔
大（
2-1
斐西
）
の
３
名
が
出
場

し
、
全
国
３
位
入
賞
で
あ
る
優
秀

賞
、
そ
し
て
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
で
の
特
別
賞

を
ダ
ブ
ル
受
賞
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
日
頃
か

ら
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
お
蔭
で
あ

る
。
心
よ
り
感
謝
し
て
い
る
。
応
援
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
顧
問　

村
上　

学
）

第
43
回
全
国
高
校
総
合
文
化
祭

文
化
連
盟
賞
受
賞
！

時　

７
月
27
〜
30
日

於　

佐
賀
県
嬉
野
市

　

各
都
道
府
県
か
ら
推
薦
さ

れ
た
優
秀
作
品
と
そ
の
撮
影

者
が
、
佐
賀
県
嬉
野
市
に
集
ま
っ
た
。
島
根
県
代

表
の
一
人
に
、
吾
郷
眞
菜（
3-2
出南
）
が
選
ば
れ
、
文

化
連
盟
賞
を
受
賞
し
た
。
（
顧
問　

妹
尾
一
希
）

初優勝を飾ったメンバー



第４０８号　（2）

吹

奏

楽

部

最
優
秀
賞
！
中
国
大
会
へ
の
出
場
が
決
定

第
60
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
島
根
県
大
会

於　

出
雲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

【
高
等
学
校
フ
リ
ー
の
部
】

日
時
　
８
月
３
日（
土
）

曲
目
　
あ
か
つ
き
の
舞
／
福
田
洋
介

【
高
等
学
校
Ａ
の
部
】

日
時
　
８
月
４
日（
日
）

曲
目
　
課
題
曲
‥ 
Ⅴ　
ビ
ス
マ
ス
・
サ
イ
ケ
デ
リ
ア
Ⅰ

／
日
景
貴
文

　
　
　

自
由
曲
‥ 
「
ガ
イ
ー
ヌ
」
第
１
組
曲
よ
り

　
　
　
　
　
　
　

／
Ａ
．
ハ
チ
ャ
ト
ゥ
リ
ア
ン

　

８
月
３
・
４
日
に
出
雲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に

て
標
記
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。毎
年
出
場
し
て
い
る

高
等
学
校
Ａ
の
部
に
加
え
、本
年
度
は
本
校
と
し
て

初
め
て
高
等
学
校
フ
リ
ー
の
部
へ
も
参
加
し
た
。

　

生
徒
達
は
い
ず
れ
の
チ
ー
ム
も
普
段
ど
お
り
の

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
、北
陵
ら
し
い
音
色
と
表
現

力
溢
れ
る
演
奏
を
し
、
観
客
を
魅
了
し
た
。
結
果
、

フ
リ
ー
の
部
は
金
賞
を
受
賞
、
Ａ
の
部
で
は
金
賞
・

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
中
国
大
会
へ
の
出
場
権
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。 

（
顧
問　

竹
内
康
貴
）

合　

唱　

部

両
大
会
で
中
国
大
会
へ
の
出
場
が
決
定

第
86
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
島
根
県
コ
ン
ク
ー
ル

時　

８
月
６
日　
　

於　

大
田
市
民
会
館

　

標
記
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
金
賞
を
受
賞
、
９

月
に
広
島
県
廿
日
市
市
で
行
わ
れ
る
中
国
ブ
ロ
ッ

ク
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
出
場
が

決
ま
っ
た
。
当
日
、
生
徒
達

は
今
ま
で
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
、
素
晴
ら
し
い
演
奏

を
披
露
し
た
。
次
の
ス
テ
ー

ジ
に
立
て
る
チ
ャ
ン
ス
を
得

た
の
で
、
こ
の
結
果
に
満
足

す
る
こ
と
な
く
、
聴
い
て
い

る
方
々
に
感
動
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
演
奏
を
目
指
し
、

更
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。

な
ぎ
な
た
部

第
74
回
国
民
体
育
大
会
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
な
ぎ
な
た
競
技

時　

７
月
21
日　
　

於　

カ
ミ
ア
リ
ー
ナ

【
結
果
】１
位　

４
勝
０
敗　

茨
城
国
体
出
場
決
定

〈
出
場
選
手
〉
日
野
愛
理
・
森
本
あ
か
音
・
玉
木
羅
夢

　

予
選
１
位
で
本
大
会
出
場
権
を
獲
得
し
た
。
こ

れ
か
ら
成
年
選
手
と
と
も
に
国
体
で
の
活
躍
を
胸

に
稽
古
に
励
み
た
い
。 

（
顧
問　

井
上
美
代
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

第
74
回
国
民
体
育
大
会
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

時　

８
月
16
〜
18
日　

於　

松
江
市
営
庭
球
場

島
根
県　

③

－

０　

広
島
県　
　

島
根
県　

②

－

１　

山
口
県

島
根
県　

③

－

０　

鳥
取
県　
　

島
根
県　

１

－

②　

岡
山
県

３
勝
１
敗
の
２
位
で
茨
城
国
体
出
場
決
定

○

大
会
総
評

　

日
野
坪
雄
大
が
５
名
の
島
根
県
選
抜
の
一
員
と

し
て
出
場
。
ダ
ブ
ル
ス
に
出
場
し
、
４
戦
全
勝
で

突
破
に
貢
献
し
た
。
茨
城
国
体
で
の
活
躍
を
期
待

し
て
い
る
。 

（
顧
問　

佐
々
木
雄
志
）

男
女
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第
74
回
国
民
体
育
大
会
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

時　

８
月
17
・
18
日

於　

カ
ミ
ア
リ
ー
ナ

代
表
選
手

成
年
男
子　

郷
原
隼
人（
3-5 

出一
）

少
年
男
子　

中
島
龍
馬（
1-1 

松四
）・
遠
藤
莉
樹（
1-2 

安一
）

　
　
　
　
　

濱
井
倫
彦（
1-5 

浜二
）

　

成
年
の
部　

男
子
１
勝
３
敗

　

少
年
の
部　

男
子
３
勝
１
敗茨

城
国
体
出
場
決
定

少
年
女
子　

島
根
県　

54

－

68　

岡
山
県

　
　
　
　
　

島
根
県　

59

－

86　

広
島
県

　
　
　
　
　

島
根
県　

48

－

70　

山
口
県

　
　
　
　
　

島
根
県　

68

－

73　

鳥
取
県

　

０
勝
４
敗　

第
５
位

出
場
選
手　

大
塚
成
実（
1-4 

松徳
）、
春
日
美
津
紀（
中3 

湖陵
）

野　

球　

部

第
101
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
島
根
大
会

於　

江
津
市
民
球
場

２
回
戦　

松
江
高
専　

０
０
０
０
０　
　

０

　
　
　
　

出
雲
北
陵　

３
２
１
１
３
×
─
10

第
58
回
島
根
県
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

時　

８
月
18
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

於　

松
江
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
バ
ホ
ー
ル

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
コ
ン
ク
ー
ル
に
続
い
て
合
唱
連
盟
主
催

の
大
会
へ
出
場
し
、
高
等
学
校
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
お

い
て
金
賞
を
受
賞
、
中
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め

た
。
演
奏
作
品
は
大
会
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、

短
時
間
で
調
整
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
不
安
を

抱
え
な
が
ら
も
、
生
徒
達
は
高
い
集
中
力
を
持
っ

て
舞
台
へ
挑
ん
だ
。
ま
だ
ま
だ
課
題
は
多
く
残
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
県
大
会
で
得
た
経
験
は

大
き
な
力
や
自
信
に
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
。
更
な
る
高
み
を
目
指
し
て
精
進
し
て
い

き
た
い
。 

（
顧
問　

太
田
裕
子
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

団
体
戦　

準
優
勝
！

第
62
回　

中
国
高
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

時　

７
月
12
〜
14
日　
　
　
　
　
　
　

於　

宇
部
市
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

２
回
戦　

本
校　

②
－

１　

倉
敷
南

準
々
決
勝　

本
校　

②

－

０　

明
誠
学
院

準
決
勝　

本
校　

②

－

１　

東
岡
山
工
業

決　

勝　

本
校　

０

－

②　

岡
山
理
大
附

〈
団
体
メ
ン
バ
ー
〉

今
岡
純
也
・
日
野
坪
雄
大
・
福
島
悠
馬（
3-2 

斐東
）

矢
田
和
真（
3-4 

河南
）・
白
築
椋
真（
2-5 

河南
）・
安
田
稜

（
2-5 

大社
）・
山
崎
陽
登（
2-5 

斐西
）・
杉
本
啓
佑（
2-5 

羽須美
）

個
人
戦

ベ
ス
ト
16　

福
島
悠
馬
・
矢
田
和
真
ペ
ア

　
　
　
　
　

安
田
稜
・
白
築
椋
真
ペ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
来
年
度
出
場
権
獲
得
）

ベ
ス
ト
32　

今
岡
純
也
・
日
野
坪
雄
大
ペ
ア

　
　
　
　
　

山
崎
陽
登
・
杉
本
啓
佑
ペ
ア

○

大
会
総
評

　

団
体
戦
で
は
創
部
以
来
最

高
の
成
績
を
収
め
た
。
団
体

で
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
は

逃
し
た
が
、
中
国
大
会
優
勝

を
目
標
に
こ
こ
ま
で
よ
く
頑

張
っ
た
と
思
う
。
後
輩
は
こ

の
経
験
を
生
か
し
、
今
後
に

繋
げ
て
欲
し
い
。
遠
方
ま
で

応
援
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
保

護
者
の
皆
様
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
顧
問　

佐
々
木
雄
志
）

３
回
戦　

出
雲
北
陵　

０
０
０
０
０
０　
　

０

　
　
　
　
　

石
見
智
翠
館　

０
０
２
４
０
４
×
─
10

　

本
校
と
し
て
は
、
８
年
振
り
と
な
る
初
戦
突
破

を
果
た
し
た
。
試
合
当
日
は
応
援
団
を
は
じ
め
、

運
動
部
有
志
生
徒
よ
り
、
大
き
な
声
援
を
い
た
だ

い
た
。
そ
の
結
果
、
１
勝
を
手
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
２
回
戦
で
敗

れ
て
し
ま
っ
た
が
、
３

年
生
に
と
っ
て
は
思
い

出
と
な
る
夏
と
な
っ
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

遠
路
多
く
の
生
徒
諸
君

に
応
援
に
来
て
い
た
だ

き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

 

（
顧
問　

陶
山
浩
史
）

テ

ニ

ス

部

中
国
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

時　

７
月
17
日　
　

於　

安
来
運
動
公
園

〈
18
歳
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

１
回
戦　

岡
航
輔（
3-5 

北陵
）・
渡
部（
松
江
高
専
）

０

－

②　

橋
田
・
藤
井（
岡
山
理
大
附
）

　

今
年
も
教
職
員
に
よ
る
奉
仕
作
業
を
7
月
23
・

26
日
の
両
日
に
実
施
し
た
。
暑
い
中
で
は
あ
っ
た

が
、
溝
掃
除
を
中
心
に
作
業
し
た
。
普
段
、
掃
除

で
き
な
い
よ
う
な
場
所
を
念
入
り
に
掃
除
す
る
こ

と
が
で
き
、
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
は
成
功
し
た
。

学
校
開
放
美
術
講
座

令
和
元
年
度

出
雲
北
陵
高
等
学
校

令
和
元
年
度

出
雲
北
陵
高
等
学
校

時　

７
月
13
日
、
８
月
３
日

於　

本
校
美
術
棟　
　
　
　

　

令
和
元
年
度
の
学
校
開
放
美
術
講
座
を
実
施
し

た
。
７
月
13
日
の
中
学
生
対
象
に
は
６
校
、
15
名

の
参
加
が
あ
っ
た
。
今
回
の
講
座
は
、
ペ
ン
タ
ブ

レ
ッ
ト
と
い
う
イ
ラ
ス
ト
用
の
入
力
装
置
を
使
っ

て
、
写
真
を
見
な
が
ら
イ
ラ
ス
ト
を
描
く
と
い
う

内
容
だ
っ
た
。
参
加
者
は
楽
し
み
な
が
ら
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
３
日
に
は
一
般
対
象
の
講
座
を
行

っ
た
。
３
時
間
と
い
う
短
い
時
間
だ
っ
た
が
、
花

や
鳥
と
い
っ
た
モ
チ
ー
フ
を
油
絵
で
描
い
た
。
参

加
者
は
集
中
し
て
描
か
れ
、
良
い
体
験
を
し
て
い

た
だ
け
た
と
思
う
。 初戦突破し校歌を歌う選手

学
校
周
辺
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
実
施

学
校
周
辺
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
実
施

教
職
員
に
よ
る

教
職
員
に
よ
る



（3）　第４０８号
　

８
月
20
日
に
本
年
度
第
１
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
授
業
体
験
や
受
験
講
座
、
部
活
動
体

験
や
入
学
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
が
、
小

中
学
生
や
保
護
者
の
方
々
な
ど
、

600
名
近
く
の
来
校
者
が
あ
り
賑

や
か
な
一
日
と
な
っ
た
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、

本
校
の
教
育
内
容
や
施
設
な
ど

を
分
か
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

第
19
回

い
ず
も
ア
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル

時　

８
月
20
日　

於　

本
校
美
術
棟

　

本
年
で
19
回
目
と
な
る

中
学
生
を
対
象
と
し
た
標

記
コ
ン
ク
ー
ル
が
本
校
で

行
わ
れ
た
。
今
回
は
11
校

よ
り
参
加
が
あ
っ
た
。
結
果
は
次
の
通
り
。

　

最
優
秀
賞　
新
井
ふ
わ
り
さ
ん（
大社
）

優
秀
賞　

小
林
沙
輝
さ
ん（
湖北
）

審
査
員
特
別
賞　

園
山
寧
々
さ
ん（
湖北
）

　
　
　
　
　
　
森
山
百
合
香
さ
ん（
掛合
）

　
　
　
　
　
　

須
田
杏
月
さ
ん（
斐東
）

中
学
生
ワ
ー
プ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト

中
学
生
ワ
ー
プ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト

第
17
回

第
17
回時　

８
月
20
日　
　
　
　
　
　
　
　

於　

本
校
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ム

　

標
記
コ
ン
テ
ス
ト
が
本

校
で
行
わ
れ
た
。
当
日
は

15
名
の
参
加
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
す
べ
く
、
集

中
し
て
競
技
に
取
り
組
ん

だ
。
優
勝
さ
れ
た
渡
部
稜
さ
ん（
出二
）
は
898
ス
ト

ロ
ー
ク
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
だ
っ
た
。
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
も
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。
結
果
は

次
の
通
り
。

　

１　

位　

渡
部　

稜
さ
ん（
出二
）

　

２　

位　

原　

蒼
天
さ
ん（
出二
）

　

３　

位　

板
垣
蒼
汰
さ
ん（
大社
）

　

４　

位　

森
口
裕
太
さ
ん（
大社
）

　

５　

位　

川
上
将
摩
さ
ん（
大社
）

　

正
確
賞　

山
崎
颯
万
さ
ん（
大社
）

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
地
区
大
会

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
地
区
大
会

時　

７
月
20
・
21
日　

於　

県
立
青
少
年
の
家

　

第
43
回
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
地
区
大
会
が
あ
り
、

本
校
か
ら
生
徒
３
名
が
参
加
し
た
。

　

岡
山
・
鳥
取
・
島
根
に
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク

ラ
ブ
は
18
あ
り
、
日
頃
の
活
動
状
況
の
報
告
や

情
報
交
換
な
ど
を
班
別
会
議
や
全
体
会
で
行
っ

た
。

　

ま
た
、
松
江
歴
史
館
長
の
藤
岡
大
拙
氏
の
講

演
や
国
宝
松
江
城
と
そ
の
周
辺
の
散
策
も
あ
り
、

松
江
の
歴
史
や
文
化
を
再
認
識
で
き
た
。

　

７
月
18
日
、
昨
年
度
第
１
学
期
の
間
、
本
校

に
在
籍
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
留
学
生
、

タ
ー
リ・マ
リ
ン
ズ
さ
ん
が
来
校
し
た
。
マ
リ
ン

ズ
さ
ん
は
現
在
高
校
２
年
生
で
、今

回
は
家
族
と
一
緒
に
日
本
を
訪
れ

た
。
日
本
で
の
滞
在
期
間
は
３
週

間
、出
雲
に
は
１
週
間
い
た
そ
う
で

あ
る
。滞
在
中
は
昨
年
お
世
話
に
な

っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
原
さ

ん
と
も
一
緒
に
過
ご
し
た
。本
校
で

は
在
籍
し
た
旧
１
年
５
組
の
み
ん

な
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
喜
び
、

話
し
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
。

ダ
ン
ス
同
好
会

夏
の
「
鳶
巣
ま
つ
り
」
で
コ
ラ
ボ
ダ
ン
ス

時　

７
月
28
日　
　
　
　
　
　
　

於　

鳶
巣
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

今
年
は
部
員
の
み
の
ダ
ン
ス

の
ほ
か
、鳶
巣
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
方
々
と
コ
ラ
ボ
し
て

踊
っ
た
。
昨
年
流
行
し
た
Ｕ
．
Ｓ
．

Ａ
の
楽
曲
に
合
わ
せ
、観
客
の
方

や
参
加
者
の
方
も
巻
き
込
み
会

場
を
盛
り
上
げ
た
。
ま
た
、
盆
踊
り
や
林
木
音

頭
に
も
参
加
し
、
会
場
の
人
々
と
の
一
体
感
を

味
わ
っ
た
。

（
顧
問　

八
木
世
津
子
）

入賞された皆さん入賞された皆さん

留
学
生
タ
ー
リ
さ
ん
来
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

第
１
回

卓　

球　

部

第
53
回
島
根
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

時　

７
月
21
・
22
日　
　

於　

松
江
市
総
合
体
育
館

〈
男
子
団
体
〉　

優　

勝
（
５
年
連
続
８
回
目
）

〈
男
子
個
人
〉　

優　

勝　

杉
浦
大
和（
中3
長束西
）

　
　
　
　
　
　

２　

位　

小
野
泰
和（
中1-1
鏡山
）

　
　
　
　
　
　

３　

位　

佐
藤
卓
斗（
中2
塩浜
）

第
44
回
中
国
中
学
校
卓
球
選
手
権
大
会

時　

８
月
７
〜
９
日

於　

カ
ミ
ア
リ
ー
ナ

〈
男
子
団
体
〉　

３　

位

〈
男
子
個
人
〉　
ベ
ス
ト
８　

小
野
泰
和

10

位　

杉
浦
大
和

第
50
回
全
国
中
学
校
卓
球
大
会

時　

８
月
20
〜
23
日　
　
　
　

於　

ウ
カ
ル
ち
ゃ
ん
ア
リ
ー
ナ

〈
男
子
団
体
〉　

予
選
リ
ー
グ　

一
勝
一
敗

　

本
校　

５

－

０　

聖　

徳（
滋
賀
）

　

本
校　

０

－

５　

中
間
東（
福
岡
）

〈
男
子
個
人
〉　

２
回
戦
敗
退　

杉
浦
大
和

　
　
　
　
　
　

１
回
戦
敗
退　

小
野
泰
和

○

大
会
総
評

　

三
年
生
に
と
っ
て
最
後
の
夏
は
堂
々
た
る
戦
い

ぶ
り
だ
っ
た
。
悔
し
い
結
果
で
は
あ
る
が
、
選
手

に
と
っ
て
今
後
の
競
技
人
生
の
糧
と
な
る
大
会
と

な
っ
た
。

（
顧
問　

相
場
翔
太
）

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第
53
回
島
根
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

時　

７
月
24
〜
26
日　
　

於　

松
江
市
総
合
体
育
館

第
49
回
中
国
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

時　

８
月
７
〜
９
日　
　
　

於　

広
島
県
立
総
合
体
育
館

中
学
校

予
選
リ
ー
グ　

本
校　

62

－

63

国
泰
寺（
広
島
）

　
　
　
　
　
　

本
校　

56

－

65

就　

実（
岡
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
戦
２
敗　

予
選
敗
退

○

大
会
総
評

　

初
戦
の
国
泰
寺
と
の
対
戦
で
は
前
半
リ
ー
ド
す

る
も
、
後
半
追
い
つ
か
れ
逆
転
さ
れ
た
。
最
後
の

最
後
ま
で
勝
敗
の
行
方
が
分
か
ら
な
い
状
態
で
あ

っ
た
が
、
延
長
の
末
、
敗
れ
て
し
ま
っ
た
。
続
く

就
実
と
の
対
戦
で
も
最
後
ま
で
本
校
ら
し
い
粘
り

強
さ
が
見
ら
れ
た
が
、
残
念
な
結
果
と
な
っ
た
。

終
わ
り
に
、
遠
路
に
も
関
わ
ら
ず
応
援
に
駆
け
つ

け
て
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。

（
顧
問　

篠
原
勝
利
）

テ

ニ

ス

部

第
53
回
島
根
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

時　

７
月
24
日

於　

開
星
高
校

〈
男
子
団
体
〉

２
回
戦

　

本
校　

③

－

２　
島
大
附
属
中

決
勝
戦

　

本
校　

０

－

③　

湖
南
中

全
国
中
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
中
国
予
選

時　

７
月
14
日　
　
　

於　

び
ん
ご
運
動
公
園

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

１
回
戦　

嘉
本
健
太（
中3
高浜
）・
石
川
泰
丞（
中3
神戸川
）

１

－

⑧　

谷
口
・
山
田（
山
口
・
立
川
中
）

　

８
月
１
・
２
日
、
学
習
応
援
教

室
を
開
催
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
土
器

作
り
、
読
書
感
想
文
、
お
も
し
ろ

画
像
、
紙
飛
行
機
作
り
と
い
っ
た

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
市
内
の
小
学

生
に
た
く
さ
ん
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
。

　

縄
文
式
土
器
も
ど
き
の
作
品
を
作
っ
た
人
、
ト

リ
ッ
ク
ア
ー
ト
で
傑
作
を
作
っ

た
人
、
滞
空
時
間
や
距
離
を
伸

ば
そ
う
と
何
度
も
紙
飛
行
機
を

折
っ
て
い
た
人
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
。

両
日
と
も
賑
や
か
な
一
日
と
な

っ
た
。

「
夏
休
み
学
習
応
援
教
室
」
開
催

「
夏
休
み
学
習
応
援
教
室
」
開
催

２
回
戦　

本
校　

54

－

35

松
江
二

準
々
決
勝　

本
校　

83

－

56

浜
田
二

準
決
勝　

本
校　

63

－

46

益　

田

決　

勝　

本
校　

50

－

59

松
江
一

２
位（
中
国
大
会
出
場
）



第４０８号　（4）
　

高
校
１
年
生
の
国
語
総
合
で
芥
川
龍
之

介
作
『
羅
生
門
』
を
学
び
ま
し
た
。
こ
の

小
説
は
、「
下
人
の
行
方
は
、
誰
も
知
ら

な
い
。」
と
い
う
一
文
で
終
わ
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
印
象
的
な
ラ
ス
ト
は
、
い
つ
の

時
代
に
も
読
者
の
想
像
力
を
か
き
た
て
て

き
ま
し
た
。
夜
の
底
へ
か
け
降
り
て
い
っ

た
下
人
は
、
老
婆
は
、
ど
う
な
っ
た
の
か
。

生
徒
達
が
『
羅
生
門
』
の
そ
の
後
を
創
作

し
ま
し
た
。

松
井　

悠
汰（
1-5 

大社
）

　

そ
の
後
老
婆
は
自
分
の
暮
ら
し
や
世
の

中
に
対
し
て
諦
め
と
絶
望
的
な
気
持
ち
を

持
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
飢
え
死
に

を
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
、
な
ん
と

か
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
、
ゆ
っ
く
り
と

は
し
ご
を
降
り
た
。
そ
し
て
光
一
つ
な
い

真
っ
暗
な
夜
道
を
歩
き
出
し
た
。

　

雨
で
濡
れ
た
体
を
引
き
ず
る
よ
う
に
歩

く
う
ち
に
辺
り
が
だ
ん
だ
ん
と
明
る
く
な

っ
て
き
た
。
す
る
と
遠
く
の
方
か
ら
馬
に

乗
っ
て
僧
が
や
っ
て
き
た
。
そ
の
僧
は
京

都
の
様
子
を
見
る
た
め
に
旅
を
し
て
い
る

者
で
あ
っ
た
。
僧
は
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い

老
婆
の
姿
を
見
て
か
わ
い
そ
う
と
で
も
思

っ
た
の
だ
ろ
う
。
荷
物
か
ら
着
物
を
取
り

出
し
て
老
婆
へ
渡
し
た
。
老
婆
は
着
物
を

着
て
行
く
あ
て
も
な
い
ま
ま
再
び
歩
き
出

作
品
と
研
究

し
た
。

　

そ
の
日
の
夜
、
老
婆
は
一
晩
過
ご
す
た

め
の
場
所
を
探
し
て
い
た
。
す
る
と
、
遠

く
に
ひ
ど
く
荒
ら
さ
れ
た
寺
が
見
え
た
。

老
婆
は
そ
こ
で
一
晩
過
ご
そ
う
と
考
え
た
。

寺
に
近
づ
い
て
い
く
と
、
そ
の
寺
に
も
羅

生
門
と
同
じ
よ
う
に
死
体
が
転
が
っ
て
い

た
。
老
婆
は
死
体
か
ら
小
刀
を
抜
き
取
り
、

着
物
の
懐
に
隠
し
た
。　

　

奥
へ
進
ん
で
い
く
と
、
誰
か
が
火
を
と

も
し
て
い
る
。
老
婆
は
建
物
で
身
を
隠
し

て
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
に
し
た
。
す
る

と
、
ま
だ
幼
い
少
年
が
、
死
体
の
着
物
を

剝
ぎ
と
っ
て
い
る
光
景
が
見
え
た
。
老
婆

は
羅
生
門
で
出
会
っ
た
男
に
さ
れ
た
こ
と

を
思
い
出
し
、
そ
の
胸
の
中
に
激
し
い
怒

り
が
生
ま
れ
た
。
老
婆
の
心
の
中
に
は
そ

の
感
情
し
か
な
く
な
っ
た
。

　

老
婆
は
小
刀
を
持
ち
、
少
年
に
飛
び
か

か
っ
た
。
老
婆
は
問
い
か
け
た
。

「
こ
こ
で
何
を
し
て
い
た
？
」

　

少
年
は
驚
き
と
恐
怖
に
満
ち
た
声
で
答

え
た
。

「
こ
の
死
体
の
男
は
飢
え
死
に
し
な
い
た

め
に
他
人
の
家
の
金
品
を
奪
っ
た
。
俺
だ

っ
て
今
、
飢
え
死
に
す
る
体
な
の
だ
か
ら
、

し
か
た
な
く
引
剝
ぎ
を
す
る
の
だ
。
こ
の

し
か
た
が
な
い
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る

こ
の
男
は
、
俺
が
す
る
こ
と
も
大
目
に
見

て
く
れ
る
だ
ろ
う
。」

　

そ
の
話
を
聞
い
た
老
婆
は
思
わ
ず
笑
み

を
浮
か
べ
た
。

久
家　
　

鈴（
1-5 

北陵
）

　

あ
る
日
の
暮
れ
方
の
こ
と
で
あ
る
。
ひ

と
り
の
少
年
が
、
羅
生
門
の
下
で
雨
や
み

を
待
っ
て
い
た
。
広
い
門
の
下
で
ま
だ
雨

は
止
ま
ぬ
か
と
上
を
見
上
げ
て
い
た
。

　

ど
れ
く
ら
い
経
っ
た
だ
ろ
う
か
。
気
づ

く
と
日
は
沈
み
、
外
は
す
っ
か
り
暗
く
な

っ
て
い
た
。
し
か
し
雨
は
よ
り
い
っ
そ
う

強
さ
を
増
し
、
羅
生
門
の
屋
根
を
潰
し
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
程
に
叩
き

つ
け
て
い
た
。
も
う
諦
め
て
こ
こ
で
一
晩

を
過
ご
そ
う
か
と
考
え
て
い
る
と
、
気
品

の
良
い
一
人
の
男
が
や
っ
て
き
た
。
こ
ん

な
酷
い
雨
の
日
に
な
ぜ
だ
ろ
う
と
疑
問
に

思
っ
て
い
る
と
、
男
が
口
を
開
い
た
。

「
こ
こ
で
何
を
し
て
い
る
。」

　

無
表
情
な
口
調
で
放
っ
た
言
葉
は
少
年

の
背
中
を
冷
た
く
走
っ
た
。
こ
こ
で
答
え

な
け
れ
ば
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う

か
と
い
う
恐
怖
心
で
、
考
え
る
よ
り
先
に

行
動
を
起
こ
し
た
。

「
雨
、
止
ま
な
い
か
ら
。」

　

こ
の
大
雨
の
中
、
聞
こ
え
る
か
分
か
ら

な
い
く
ら
い
の
声
で
呟
い
た
。
男
の
反
応

が
ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
と
気
に
な
っ
た
が
、

顔
を
見
る
勇
気
も
出
ず
、
膝
に
顔
を
伏
せ

た
。

　

突
然
、
男
が
笑
い
始
め
た
。
こ
ん
な
暗

が
り
で
何
が
お
か
し
い
の
か
と
異
様
な
空

気
に
寒
気
を
感
じ
た
。

「
悪
い
、
悪
い
。
お
ま
え
を
見
て
い
る
と

ま
る
で
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
悪
い
思
い

出
が
蘇
っ
て
き
て
な
。
あ
の
時
の
俺
は
間

違
っ
た
こ
と
を
正
し
い
と
決
め
込
ん
で
い

た
ん
だ
。
お
ま
え
が
あ
の
楼
の
上
に
登
る

勇
気
が
あ
る
と
は
思
わ
ん
が
、
雨
が
止
む

ま
で
こ
こ
に
い
ろ
。
な
あ
に
、
も
う
少
し

の
辛
抱
さ
。」

　

男
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
全
く
分
か
ら

な
か
っ
た
が
、
雨
足
が
弱
ま
っ
た
こ
と
の

ほ
う
が
大
切
だ
っ
た
。
男
の
ほ
う
は
濡
れ

て
で
も
帰
る
よ
う
だ
。
帰
り
際
に
こ
ん
な

こ
と
を
言
っ
た
。

「
誠
実
に
生
き
ろ
、
少
年
。」

　

し
ば
ら
く
ぼ
け
っ
と
突
っ
立
っ
て
い
た

が
、
思
い
出
し
た
か
の
よ
う
に
ふ
ら
っ
と

帰
路
に
つ
い
た
。

　

あ
の
男
は
誰
だ
っ
た
か
。

　

そ
う
い
え
ば
、
に
き
び
の
跡
が
残
っ
て

い
た
よ
う
な
…
…
。

今月の
 1枚
「
揺
ら
め
き
」

原　
　

英
寿

（3-2）平田


